
工事費内訳書の誤りで 入札が無効にならないために 

 

工事費内訳書の内容について、以下のいずれかに該当した場合は無効となります
ので、提出前に必ず確認してください。 

１ 市が示した工事数量総括表（または見積参考資料）と記載内容が一致していますか？ 

工事数量総括表等と比較することで、誤りを防ぐことができます。 

市が 示し た工 事数 量 総括 表等 の項 目と 一 致し てい ます か。  

・市が「一式」と表示していない項目を「一式」と表示していませんか。《記載例２-①》 

・工事数量総括表の項目について、見積参考資料を基に詳細な内訳を記載することはかま

いません。《記載例１-①》 

・値引きの項目は認めません。《記載例２-③》 

・工事数量総括表に記載した項目は、提出する見積書に記載が必要です。（工事数量総括

表の項目を統合・集約することはできませんが、見積参考資料を基に詳細な内訳を記載

することは、かまいません。） 

・工事数量総括表に施工上必要な項目がない場合は、質問を提出してください。 

 

２ 掛け算 （数量 ×単 価）、足し算 （各 項 目 の合計）は正しいですか？ 

電卓等で検算することで、誤りを防ぐことができます。 

各項 目の 数量×単価 が 正し いで すか 。  

・各項目での端数の切捨て・切上げ（端数調整）は認めません。《記載例２-②》 

ただし、数量×単価で算出された金額については、１円未満の端数処理は認めます。《記載例１-③》 

 

各項 目の 合計 は正 し いで すか 。  

・タテ計算の結果と記載額が違う場合は無効となります。 

 

３ 基本的な情報は正しく記載していますか？ 

工事 費内 訳書 の税 抜 き合 計額 が入 札額 と 一致 して いま すか 。  

・金額が一致していない場合、無効とします。《記載例２-④》 

工事 費内 訳書 の工 事 名が 入札 名と 一致 し てい ます か。  

・工事名、商号を記入してください。表紙を付けるほか、内訳書に直接、工事名、商号を

記載することでも可とします。 

 

４ その他、提出にあたって 

・工事費内訳書を作成する際に、工事数量総括表(Excelﾌｧｲﾙ)を利用することで、「費目・

工種・施工名称など」「数量」「単位」の欄は、工事数量総括表と同一の記載となり、

誤りを防げます。 

・電子ファイルの名称に工事名（及び業者名）をつけて管理してください。 

 



頁0-0001

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

本工事費

道路改良

道路土工

掘削工

掘削

掘削

土砂 オープンカット 押土無し 障害無し

 50,000m3未満

法面整形工

法面整形（切土部）

法面整形

切土部  現場制約無し

レキ質土,砂及び砂質土,粘性土

頁0-0002

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

石・ブロック積（張）工

作業土工

床掘り

床掘り

土砂 上記以外(小規模)

埋戻し

コンクリートブロック工(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積)

コンクリートブロック基礎

現場打基礎コンクリート

18-8-40BB

一般養生・特殊養生(練炭)

コンクリートブロック積

工事数量総括表

    式

       570     m3 180 102,600

       350     m2 690 241,500

工事数量総括表

1     式

         1     式 81,000

         5     m3 50,000 250,000

50 　　m3 1,550 77,500

入札金額を 5,000,000円とした場合 正しい工事費内訳書 （記載例１）
〇 入札金額と工事費内訳書の工事価格が一致している。

〇 端数調整をしていない。

〇 工事数量総括表の項目、単位、数量と一致させて作成している。

〇 各項目の掛け算、足し算が正しく計算されている。

記載例１ (1/2)

見積参考資料（金抜き設計書）を基に、

詳細な内訳を記載することは認めます。

数量総括表の表示が「１式」なので、

内訳書でも「１式」と表示できます。

①

②



頁0-0003

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

コンクリートブロック練積み

裏込コンクリート厚　15㎝

粗面ブロック

天端コンクリート

天端コンクリート

18-8-40BB 一般養生

打設地上高さ2m以下

直接工事費

共通仮設費（

率分）

共通仮設費計

純工事費

現場管理費

工事原価

頁0-0004

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

一般管理費等

工事価格

消費税及地方

消費税相当額

工事費

工事価格計

消費税及地方

消費税相当額

工事費計

2,100,000

工事数量総括表

       100    ｍ２ 21,000

3.7     m3 39,055 144,503

    式 2,997,103

   １式 370,000

370,000

3,367,103

   １式 950,000

4,317,103

682,897

5,000,000

工事数量総括表

   １式

   １式

   １式

数量×単価で算出された金額については、

１円未満の端数処理は認めます。

入札書の金額と一致している。

③

④

記載例１ (2/2)

「消費税及地方消費税相当額」以降

は記載の必要はありません。

また、記載があっても無効とはなり

ません。

⑤



頁0-0001

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

本工事費

道路改良

道路土工

掘削工

掘削

掘削

土砂 オープンカット 押土無し 障害無し

 50,000m3未満

法面整形工

法面整形（切土部）

法面整形

切土部  現場制約無し

レキ質土,砂及び砂質土,粘性土

頁0-0002

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

石・ブロック積（張）工

作業土工

床掘り

埋戻し

コンクリートブロック工(ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積)

コンクリートブロック基礎

現場打基礎コンクリート

18-8-40BB

一般養生・特殊養生(練炭)

コンクリートブロック積

コンクリートブロック練積み

裏込コンクリート厚　15㎝

粗面ブロック
       100    ｍ２ 21,000 2,100,000

         5     m3 50,000 250,000

         1     式 81,000

         1     式 77,500

工事数量総括表

1 　　式 241,500

       570     m3 180 102,600

工事数量総括表

    式

入札金額を 5,000,000円とした場合 無効となる工事費内訳書 （記載例２）
× 入札金額と工事費内訳書の工事価格が一致していいない。

× 端数調整を行っている。

× 工事数量総括表で「１式」表示となっていない項目を「１式」表示している。

× 値引き項目がある。

工事数量総括表で、「１式」表示となって

いない項目の「１式」表示は認めません。

①

記載例２ (1/2)



頁0-0003

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

天端コンクリート

天端コンクリート

18-8-40BB 一般養生

打設地上高さ2m以下

直接工事費

共通仮設費（

率分）

共通仮設費計

純工事費

現場管理費

工事原価

一般管理費等

頁0-0004

費目・工種・施工名称など 数       量 単  位 単      価 金      額 備                考

値引き

工事価格

消費税及地方

消費税相当額

   １式

工事費

工事価格計

消費税及地方

消費税相当額

   １式

工事費計

5,001,000

-897

工事数量総括表

   １式 685,897

4,316,000

   １式 950,000

3,366,000

370,000

   １式 370,000

    式 2,996,600

3.7     m3 39,055 144,000

工事数量総括表

※直接工事費＋共通仮設費計の結果と記載額が違う
場合は無効となります。

※純工事費＋現場管理費の結果と記載額が違う場合
は無効となります。

※工事原価＋一般管理費等の結果と記載額が違う場
合は無効となります。
※入札額と違う場合は無効となります。

数量に単価を掛けた金額を丸める端数

調整は認めません。

値引き項目は認めません。

入札金額と内訳書の税抜き価格が

一致しない。

②

③

④

記載例２ (2/2)




